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非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報 第

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

平
成
十
四
年
二

名
名 月の氏 年人

法 たの
野

なる災る平桜河

日称
会

ど福害。成林

に祉救

子

入活助年良

所動及

れ 法 たの所さ

すをび月

在目 月の氏所た 年人の

北松札助

日称名地的

名

に

向成海本幌こ犬

の平
道市の 上

区人る

に年ボ義東法よ

ラ一 役

のた治者
立月ン北は救

か正保、医家

診に所り

病すら確健臨の族

断関

頼社

理るので・床依の

啓委速医医

所さ
生発託や療なに会

氏所た 年人のれ 法 たの

日称名地的

名在目 月の
幌村幌こ

とと平札今札

診市の

をす成

目る

克央人

的。年断正中法

病 と
し月理区は

月
十
二
日

解のき

火

す育き

消子生

曜

た支心

るてと

日め援豊

る行地

寄ど福

年なの

おう域日

進

どを増

な犬の

り、祉
るる

しす図

対在を

に介
ピ事を

ラ祉と

セ福こ

て

、助 テ つ

ア東害動

こ日ィ条災活
なを

と
をド

的グ目にっ

目ッ丁ど行

す会番るり

との３よた
者護

。号災介

る５被、

のらよ的

し施
対健
に保

応な増びる要

検、にか

手及え病進に病求

・普

解応

術をて理に患理に

与や剖え

材図、組寄者

分診す患を、

料る充織

組とな断る者行さ

のと

てに

織も精をこ家っら

をの、は

診に度行と族

理こ目請医医

断、管う

び療のと的託療学

及医

大、
病機もにとを関、

学 、

一

域ン西く

地日セ通広

コタ

ニ２民

ュ目市

ミー丁般
療

の号医

ィ１び

テ番及

の事か
め者

を係

生関

再
せ

づ通ら

境を暮

環業に
すう

、、よ

りてる

くし
ワの域

トて地

ッべな

ネ

目

づもを

クど会

ー子社

いす

に行と

犬を的

ー業
、
よ

や
て設

記

の に

請 款
定申

救院
害病
災

非 請 款た 定

定申特代主

係医

利 記事 営 の にる 表

るけ者療

理関とよす受

、市。たや全

解やでり

）査よ民ま主患般

剖検

非 請 款た 定

定申特代主

ざに

利 記事 営 の にる 表

のて

もし

す対
る 表 非 請た 定

申特代主

り親く

くとつ

利事 営 の

ど生こ

ながる

載

あ 事記
るに

た款
主定

的日

目月

た年

れた

さっ

せる与成

者ー幸す寄平

こにビ

の対スなこす

務 者 あ

法しの最とる年

の 法 たの さ所 動 っ活 載
目在 月の氏 た所 年人 れ

平清猪苫

的日称名地

名

牧

こ援社成幸野小

支域

会間 の及会

載務 者 あ

法びの年幸市

れの 法 たの さ所 動 っ活
名 目在 月の氏 た所 年人

会平ケ川北

的日称名地

ワ惠島

こ感を成ア村広

の染目

務 者 あ

法者指年ー智市

年人の 法 たの所 動 っ活
日称名地

名在 月の氏所

ッ内幌

痴う図平レ宮札

ド市

呆とる成

性とこ

さ
務載

老もと年リ典白

や

地的
在目

所た
のれ

所
文法者

市の害

川こ障

深

をと月

人、提良」こ１

はそ供の

、れを人基を

を理的

介ぞ通生本目日

す

をの、送念と

護れじ

必程ると

べと、。

要度すこしる

ので齢

し応てが高

とに
がる福

いた人き者

てじ

春大
高め、よ祉

るき

人生創

町

は活造月成

、支に

目

齢に献丁

高援貢日１

るゆ番

及すて９

者関し

の祉この

そ福く１

び
家事と

族業を

カ子青
に行的

等を目号

人・す

ズ町

はエこ月ー葉

、イと
患目ん丁

エズを日た３

まとぽ６

ズ者的ぽ目

イ

３

差はる地

のたす番

へ
と

見族
偏家

・の
別そ。

ボ子石
を

人にを

さ菊

に、目月ン区

対相的
やすぽ１

す談と日っ水

護報。１

介情るろ条

る

番

ビ供１

ー提目

サの丁

スな
等ど

はに

光人等
関域
に地号

護、

番介し

１、対

町
助ー
援サ

び護

号及介

七をビ

二

うの

し活
と生
要や

必ス

サ展

者ま永に発

齢こ末
ー実

びか、ポ充

及やく

いと

害サくトに

障な清

、か。

て豊る

し、す

対

し生
くに
な共

護地
介な る

、き
社

を進
業増
事の

る祉
す福

高ほ
るの

い援
て支

行を 者、
齢か



申特代主定

平 請た款 定

成

のるに 表 非

十

事記 営

四 者 あ利

年 っ活務載

二 動

北 海

務載
事記

るに
た款

主定

道 公 報

非 請 た款定

主定申特代
者 あ利 事記営 の るに表
動 っ活 務載

第

に表 非 請 款定

定申特代
動 っ活 載者 あ利 記営 の

号

事 営る 表 非

た 定
特代主

の所さ 動
活務 者 利

月 のれ 法 た

十

所た 年人

二

月の氏

日

札と

日称名地的

名在目

平地青

火

づ市の践

成域山幌こ実

曜

三平人導

年く健豊法指

１り

日

た
のれ

所さ

月フ区は経

ト関健をこ

地的
在目

所

ナ心福行と

札

ーを祉いを

幌本
手人と都得並、目

市法

のと

稲は云市てびそ的

たの 所さ

区、う構、に

月の氏 所た年人 のれ法
健増

地的日称名
名 在目

こ祉し成康田

札福の平
環

幌
市のをく

１都裕

清法目み年境洋

区はし作月市

田人指を

の氏 た年人 れ法 たの さ

平北宮

的日称名
名 目月

こ人者社成海本

全害域

道 の間が会

１すみ

法的障づ年たる

は権をり月け

人復害く

名在

の氏所 人の 法の所

水川水

清森上清

称名地
彦水も

障幹清と

町郡町

ォ平、験

者町に

害

る

ー２ちあ

日ロ岸まの

丁り達

ッ８く人

ア条づ
番域道

５地全

目・の

プ

お的
しネ

－こな
にッ

）想北環実す

熱ト 号

並の海境践る

新

び理道保を。

発

な指

５健に念及全目

寒

民基広どす

条康市にび

と

丁発団づくでこ

７開

、内しで

目総体き国新

番研支地外い広

１合の

、用社

１究援方に実く

ン、治健的会

号セと自
体康戦に

政

タ

清、、る

域立とセ

田地自こ日策

目援目タ

条に支をン

１
目向ーと

丁をサ的ー

２

をす

番、スま

２けビし

とて
でし

号域通。

１地

あ

もた

、を持に

指な力ワ

ラ目た努日い

リ者るカ

フすいすー

イ
ービ同ズ

テハと。ー

ス

生っ

のテにぽ

ジリ等・

、

のョし

てシ活け

全ー

羽同

児字共
階の活

段ン

連２所

会南業

興帯作

振
絡線内

協

知ク
やー
意ワ

地 会番 議

識を

の地に政。道平

次項と

方令 い規が成

自第 ず定行

れすう年 治
にる指１

の向略貢

理上の献

ー

と保案る

以パ解、提す

１２

降ー
成委委委札

の平入入

次

に

札 と

に託託 お
一２加 付業業託 り年参

生け
にす

般月す す務務

るい
きあ

海
北

告
道

主定

示 た款

第 るに
事記

地

いとる

お念す

に理動

て障

利
営 の表 非 請定

申特代

競１ の 施 も者名月 条 法

第 令 当な争日 ４ 行 該で
２ すい入現

ことにに 項 昭 るこ札在

と。関お の 和

規

、 に 政るて 定 年 。すい
をき り 第名引 よ 令指

競

る るのの期

号停続

競

称様間に

争日者 事名仕

要

札必

入項

以入契な

童説の格

下児札約資

にら

札待書か

入虐明日

い意る成

と止よ平

」防

務載号

地的
在目

所た
のれ

所さ
こ育てっ的

札教じ育目

子いす

市の等、てと

幌

たの 動 っ活者 あ

豊法の

日称名
名 月の氏 年人

法
成海谷

密創なの平北長
道川

着出活た

しの力め

あの行
た支溢に年フ忠 と

、地めと

じるたう

通

さ２ 入 。止き 争

地域の

の

て以 へ 下れ年 札 以

い告 加 令な広 参 政い上

いとの 排 とこ物 を 」

七 う。企 除

三

い 第び て ）及 れ 。画 さ

制

う識。

をテ月

）発３

。啓年

実レ

海ポで

す北スま

施ビ日

作
制

事」

知ト

。道ッ

る

こ。

平人講どくる

・

堀

が

平、のたと

区は座も
き

７育設がで

岸子開ち

にカるる

条て、明

目安ン、境

丁不ウく環

番悩リしく

２やセ楽づ

－をグ、に

３みンくり

持な心寄

与月ミ

ま援れ寄１ァ子
リ

ち及る

づび地す

助創こ研

く援域る日ー

動ををセ

・活造と修

り
行層的タ

域を一目ン

地
しこめす

こう進とー

お
よ域

企に地。

のと、る

、

内源種に

域資各も
画

発に民

住再業住

のを事
政

団し組行

・見取と

民
まと協

が、この

体てむ
も

的づ支に

体ちの働

主
、り及と

にく援

作 る

第

事 な ４

の で の

等 者 条

務

達業
映

放

１こを
業 い 也

つど豊与
こ

た支にる

人のかす 号

通しを

へを活と

ち援生

持生

各、再

とりの

、

の 業能展

事可発

の続と

種 助、

性地援く

個・びづ

魅こ動域

でお活地

的域
力しをに



７８９

交交便め令

入郵認落政
者 説又な第

札 札

の 付付 明はい

方の の報の決条 書電も

交にと定 場

方 付よす

北 海

６
入保和る
と 開入以証入
を北ろ

札下札 札金年こ

札に保
付道よ

参証 消 保納海に

の 税 証す規る 日加金 費
等る則。

し

道 公 報

４５

海海札入入開

契北北入

札 項札保行

条道道執

約
示市福場

を幌健の札札

央部及

す中祉所場日場

場

第

書を 請格請査

申資申審

提た ののっ の査類行 審

出と 方 時

号

３

ん道格

営資

平で内審

成い業査
十る者の
四こ又申
年とは請
二

に所法るる法第 。道の

に す札項 関入。１

場定 事海海の規 る北北
健でる 札保所す 項道道

を 中祉付合 市福交場 幌
童。き 区児る除 央部す

付 」 時金こ第

よ納

、 北

う
との とと

。

す免 い。号

同下

者、 。 に以

る除 う
そ付 相 じは納 ）

規 者法 額務 の方 当 。財
、 む」 見は 含則 の等 を

児び所時所

も政 。と 積

３家時

北童日

所区
課海海成に

条庭北北平
同

西
６道道

目幌別２。

丁札庁年じ

市館月

中庁
区４

央舎日

査
審

は

期法先き

北階金

便海結

資な資先け郵北

指ば番道果

格け格のれ

ば査示な号保を

審れ審

のなのにら健申

査

福請 申ら申よな

部に

請な請りい－祉者

はいは作。

児通 平。、成

成次し童知

月内時

十に期

二営及

日

有
を

点法
拠方

業び

火

る
す

曜

者
業

日

規 西課務 条庭財 ３家

で

目第 丁則 ６

令 ）い

定
規
の
項
１
第
条

。 た第 のう っ
契）

の の 金

第 条 分 約

７ ５ 額

及 に条

税第 北 当 費ら び 相 消か
海 す

道 る 及

３）

ま 務 以 地

条 財 額 び

時

７会９

西用前

条共午

丁議
目室
分

にた北家す

請道課。

年掲申海庭る

申類幌

月る書札

２げ
出央

か書提中

日請を市

のす区

ら類
と条

ま出こ３

日提る北

間、よ６

のにに西

で先

２

定
り
よ
に

。
と

こ
る

あ

委委札の地に政

入次項

ず定

託託方令 にい規

委

加れす 業業託自第 参

務務治

すにる

入 費

の 則 の 消

で 規 上 方

定
１

税札昭め

北

次 海

の平入 道

と成 告札 こ詳

お 示に の細

り年 第

札、一２付 入は

す の入般月

約名所

課に者契

イアイ

関

事当札あに

税相落で

者るとかす在

業す者る

提わ

行該行目

に当り丁

れ出な

わ

捨

開に入すり

要そ号ア
札 げ金額て

札掲札落る
加金

時決 のる額をた

の

定 入に

定と
約 予者

た札契

め落

法 の。成 格る作 価す
書

仕の 施 るも者 のの期条

間に当な４ 行 者該で 名

２ 必すい第 令 称様
入契なこと項 昭 要るこ
和

児札約資と。の
規

虐明日定 年 童説の格。

防にらよ 令 待書かに 政

止よ平り 第

競 号 意る成

る 競 号 執札

札

は明入項

行説争日事

公に
、書

る。
する下

開よ以

金な申る

い
と
」
札

。入

出務称地

あ額っし事

で

こ担

か入者るを

るをた
書、と当北郵電

免札は

番

事に落。す海便話

税

組保号号

業記札る道番

です定織健

者載決

ある後の福

るこ速名祉－－

かとや称部

るし）

おに 札係算額

に
てた 他び消たを

い当 及
の税額っ

、っ こ費金も

には 公等て

２て

に取該札

規入 告の当落
額格

す書 定扱金価

定札

す

資記 るにと

るに めい

の

をさ 札円る

格載 入１

最
で

内
囲
範
の否

限要

制

争

を
格

価
の
低

。 識。
月へ 下 発３札 以 啓年入
の

リ

政 ー

でを 」 レま加 令 フ日参

企さ う 」除 い ト排 と ッ

う

制い 第 ・て ） 画れ 。

道

る海

す北

施
実
を

）
。

堀
事

知

。

－ を。か及児

問にび童

わ消所家北

、税地課道

ず費在庭海

積の幌線 見等札内

も課市

っ税中－

た事央
条

金で３

約者北

契業区

関満で

有れ に未の
額あ

る端入

な金 すの、

した

件がに

者に 条数札

い額

違る加 し該 にあ参

の当

しきる 入額 反とす た金

、たは者 札の

入、は

はの消 の 務札そ、 分 財

札
入

て
っ
も

な
効

有

七入

四

る
限

に
札

作る
い 第

な ４

務で の

業者 条 か６

のる西

也
達

１こ

免丁

事 の税目 分

業

無数税 以 則、端費 ５ 規
効金等 上 第
と額に に

各る当切る

すを係 条相

を
者
た

し
）

。

。



７
と札交交

和る入

入

平 札年こ説

成 付付 保北ろ明

十 証海に書

四

場方 金道よの

年 の規る交

二 則。付

北 海

６
入保

札下 札金

入開開入以証

札札札にを

日場日加費付

参消 保納
等る

し税 証す

道 公 報

４５

審約海海札入

契北北入

札保行

請査条道道執

申
類行を幌健の札 書を項
中祉所場 のっ示市福場

出と場央部及

提たす

第

３

で内審

ん道格申資

営資

査 る者の審 い業査請格
方 時 とは請の こ又申の

。道の

号

成が成

。平道平

と

行
１

海名月

北指１

年う年

納 道競

月 付第に所法

十 関 の

二 免号す

日

以事海海の

除。る北北
札保所

納下項道道場

、
付
方財幌健で

火

等規中祉付

法務市福交

曜

、」区児る

は則央部す

日

所時金こ

よ

政と北童。

すい。

ととと

う」 時

者。 海成にに

るう 北平
同同は） 道
別２。。そ相 庁年じじ

者額 館月の当
のを 庁

む ４見含 舎日

所区児び所

も。 階金積

審３家時

は北童日

先き
結西課海

郵北査条庭北

を丁札

番道果６道

便海
健申目幌

号保
福請市

部に央

－祉者中

児通区

及
に期

内時期法

童知北

のれ

業び資な資先け

営

審れ審指ば

拠方格け格
にら

を査ば査示な

点法
す申ら申よな

有のなの
いは作。

る請な請りい

成次し

者平。、成

業は

第札在

示入現

告争日

で

にに
、

規るて

にすい

号関お
停続

るをき

す名引

定指

い３家

物さ２

刷止き

印

。西課

第う条庭

令
）６
目 の
第丁 条
７

海第 北ら びか 及条
道

の 共午っ） ）

ま 務
条 財

用前た
契 会

５ 額

室の 金

議時分 約
に

額 び
る 及

す 税
当 費

相 消

海庭る条

北家す３

以 地

市目

幌丁

札７

道課。西

にた

６
西
条
３
北
区
央
中

あ

る書

こ２げ請

る年掲申
申類

と月

。

す

ら類出

か書提

日請を
の

に

で先と

ま出こ

日提る

て以

のれ年

間、よ

のに

資い刷

のな印

造い上

製

画

有。企

をとの

格こ物
等

。作

と制

こび

る及

す

定
の 則
で 規

期

昭め

北

肥間

換

海

を

地

道

更
料 処平

告

新
取 分成

示締 を

し 第

た２た
法 し年

札
入 費

の 消
上 方

。月。

税
北

土 海
道地 アイ

告改 こ詳

示良 名所の細

第

札、

法 入は

目
丁

在の入

で約

すり課に者契

アイ
当札あに

落る捨税相落

た業す者る関

札額て事

定加金者るとかす

決を

な

わ提わ

行該行

に当り

れ出
に入

た札契要そ号

め落
書札 定と掲札

約 予者開

るのる額 作の 価すげ金

業
事
の

の。入に 成時 格

便め令

郵認落政

８９
を

者 又な第
札

の はい

昭 報の決条 電も

号和

日

第
律

法
年

第
）

号

昭

条

号

行説

和 執札
公に

法 、書

年 称地は明

話する

第 北郵電開よ

律

海便
道番番る。

健）

保号号。号
第 福
祉－－

条 部

し事

に算額で金な申る

をた出務

当し）あ額っ

もか入者るを

たたをる

て額っ免札はこ担

っ金
はて税書、と当

札る

入当落事に落。す

価者載決組

札該札業記

の

に額格です定織

書金

るこ速名

記にとある後

さ円るかとや称

載１す

限及る 要

お 制札係 のに

範こ費

て の否他び消

い

の

に 内公等

２ 囲の税

、

低定扱

定 最に取

規 で告

格入
資 価る

る のめい

す

にと定の

を を札
格

方
項 入。１ るる法第 よす

除
を

合
場
る

す
定
規
に 札

海よ

北に
定

規
の

項
２

第

道り

七 知、

五

の

料

堀肥
の

事次

－ 児
童２
第 家北

９
規 線 札の 内 課道項

庭海

定

幌
市

よ

中－に

央

り

。か及

条別

３当

北、

区

た満で問にび

れ未のを
入ず費在

金の、わ消所

見等

に数札、税地

額端

も課

該あ参積の

当がに
た事 額とすっ税 金る加
は者契業 のきる
、は約者

の消額あ の
そ、金で 分

る
な てす

し っ関
有 もに

の件
者 札条

い 入

し 入 な反 た 効違 し 有に

限札 財 に入 、 札た 札 入
第
則
規

務
財
、
き

るは 務

の

達録
登

の

の
項
１
第

条

地

丁北

６材

西町

効

也有

か 以
端費のる ５

の
区

目

数税

免 上

事 相の 額に税 に分 金等
を係

業 当切る

し効 第 ）無 則 。、 規

たと

に
定

規

。

を各る

者す 条

定
り
よ



２

達にい

調契納札の
入次

シシす加れ 約入 を参ず

ルル物るも

ェェるすに

リロ品者該 期場

北 海

イ
数

軽潤

シシシ重滑シ

量
達ル

ェェェ調油油油ェ

リリロ予リ

ルルル

道 公 報

１

平入ア
達調

札 成調

軽潤 に

油

２すを重滑 付

年を達
物る

す 月るす油油

る 日品物

第

協 北

次な定 海

のおの

北第

道

と、適 海告

おこ用 示

りのを

道号

第

一入受

副般札け

競にる 号

植争係。

産

号

成番

平録
登

平号

成年
十２

四月肥
年料 二

間所必す

ムテ等に当

日

仕要る

ララの
様なこ

等平稚根資と

港港

又又成内室格。

はは

年、

同月館

等等に４函

同同

か室

。日、

じ１港

品品

ム
ラ

ムムテ定

ラララ数
量
）
１２

はは２は

又又又種号又

等等等等

同同同号同

は

事

１１１

品品品品

等品

項の等
種号

及称１２

称名
名の

料
燃

用
舶

量船号

数２

び

達

質札調

物入る

及１１

肥

下、

料以は
入
札年

加と月 品」４ 食

い

産。マ 副う日 工
月の

十種 二
日

肥
類

火料

曜の

日

成、
平港

ら蘭 名

釧
年路

小
月、
３港

港
河
浦
で、
ま港
日樽

当当当

たたた

りりり

ののの

価価価

単単単

油りり

滑たた

潤当当

び

知
道価価

海単単

北のの

実シ 料をケ 肥）ラ

堀
事

。成 素る作 窒すで
施ュ

政
た
れ 量さ 全

府

量
分
成
証
保

称

達
調

４５
、
港
勝
十
、

）
％

審約海海札入

契北北入

を項札水行

査条道道執

示市林場

行を幌産の札

者どアイウ

っ

はう
アの請 の、か申申申 条

ら査類 のか審書 請請 ５

３

也
達

件こ

いアイ条

軽重付

る船

般
入 と用重油一

の こ舶

最

料及軽競
札 。燃油と

許はす を量関 有大に 含
有格
る規
れ定
さ公る

が 質お平道石 物と
害の

行 のり油 成

業

規
の

他
の

そ

北指
法 年う

央部及場 たす中務所

格

源日所

き所区資び

と場

部

審条理

、３管時

は北

話結６海１

電査西課北

号を目札会

番果丁道号

申幌議

請市室

－者中

ま申提 のウをの ２のの
期法先 定で請出 規時方

北 るめけ よ定な ににし

れ便海 条るれ平申け郵

書ば番道 件
とば成請

こな

産 一
ろら年類な号水 付
にな２のら

林 般よい月提な
出い－務 競り。

び潤の入
、 及び油争
は

油油油参
方 潤滑給札

地
法 は際資

治 油に加
自 滑

内ての施 、稚根稚し格

に港港港は審行 次内室

掲、、、査令
和 る館館回昭 げ函函１

区港港の

名釧

告争 化和 道競 路昭 海名

成

に 業法 第札 工年 示入
律

にす 式第 号関 株
会規る

を第

す名）

定指号 称社
住釧る
物停

に央郵

産
生

路

通区送

知北に －
す３よ

る条る
、
丁は 線６合 内。西場
目
本便

－郵
庁番
舎号

部 争、日先。

資 入２かの
３示北管 で
のら指源 札

よ道課 る
か月に海理 あ

日り札 の
ら５

でで成市 、
まま作幌 で

区 に
掲た央 札

にし中 入
資書３ 加
る請北 参
げ申

分、、給

応蘭蘭量政 に室室油年
第 じ港港が令

た、、

港釧釧

号 で路路
上 油、、以 以 給港港。

能樽室可 可小根下

こ こ、令 な な港港政 能

のさの 市品止条

と浦」

に 毛入て定 楽購れ規 大

のい
資なよ

と油

地をこ石

番格いる

所こ販

る品

す。製

１有 道
海

北

業

。業

と売

七知者

六

堀
事

階
－
水
産

を西 よ
格類条 し

務北
林 す
す出丁 と

有提６ う
を

。河と と

るかな

るし目

第

勝）

十。

、う

港い 。

出

成届

平の

、
港

を
し
て 限

也期
効

達有
録

登



契契日

アイ

平 約名所約本

成 にの語

十 関手及

四 在 す続び

年 るに日

二 事お本

北 海

に入入わな算

そ号問加
、た

札掲札札ずおし

開

額に消消合

のげ金書、

に入等記費費計 の時る

等等額

お札に載税税金

及係す

道 公 報

海れ札

８９

効予と

道 落有の者契要

者書 則 な定す

札約 規 交

札格。 の作 付第 入価る

決成 号 を
た価 定の 方。 し単

第

６７
保説

開開札札交

入入入
の 保金書 札札付 証明

札
免付 証 場日場 、交

は

号

日
札

入

月 務い国

十 を称地て通

二 担使貨

日

話る

す北郵北電す

当用

組道番道番言

る海便海

織水号水号語

火 の産産及
び 林 名林

曜

貨

称務－務－通

部 及部

日 資－ び資

当１

てびるる抜相に

い

額価額円

、 他こ消金き

に公税は格は未

２の費

当当の

規告及、相、満

定地費額該端

定にび消

るめ方税代数

す

価のあ

資る消等単金が

札税係）請る

格入費に

有にると求と

を

方要 以

し関以課すのき

法法のの否

下 者）

、の
務 ち限

財 う制
内
」 場べ囲
則 のす範

規

交入あ
い でので

と 所て

、
） す金て

。 付札っ
う

時金す関所

除に

第 る額

事北北電

。る
るす

所
同道道番

にに項海海話

。。幌産

じじ札水号

同

市林
中務－

央部

海理平
時

－ 区資

送

道課成郵

札）

場

中月る

市３よ

幌年に

央
北は

区日合

所源源

在管北管
線 札内 課道課

地理海理
幌
市
中－

央

下税るとは

西
条
３
北
区

いる事こき、

なす

。加の

者条消業とにそ

しに税で算端

の件費者
」るる金 た違等あす数
とを 札しとかこ額 入反
財入う税切 、たい免
）業費捨 務札。事消り
等る 則、の者税て 規は

。か

無取で

単つ
項
が低 １
）最 第
価、 条

財定
道格 規
海価 の
北の

定
則） り
規価 よ
務単 に

で

北源

昭あ め

３管
丁線 ６内 西課

条理
目

－

）

西午着

条）必

３火、

６前

丁
目時

丁
６

務
林
産
水
道
海
北分

１
目

場安目

成解在保た解

平

除

し

２係と

除 年に所林的

効扱あ相。 第

月る

といる当）

。
各るをを

すか額。 条

定 北

森を 海

解 道

除
林 ．

告法
す 示

る 第昭
。 和

者 そ
和る た

北ぞ落

年を れ

． ．

管
源
資
部

入は

ののの細

こここ詳

の及の入

告札札、

公入

保ての

れ由

のさ

林定理

日安指

用

室に害道

根分風農

所
。備と

初る防地

市限の

牛）す

田

号年
法
律
第

号
）
第

条
の
２

は明

容契行説

内び執札

定、公に

予は、書

は約
る。

あ達する

で調開よ

止
更停
変の

、続。

り手

る

る等
す

た
め ・

道筆
海２

北上
以

七 知に

七

第

次
堀て

い
事つ

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

りる
有得
がり
と有

こが

す
示

達に
図
の

。
る
得。

部
也

に
保
安

指
の

林



３

い解場保た解

置
て除所安目

の覧定と

除 次縦予林的
指

」供安ての 図に保し

はす林

北 海

２
所安目

た解解場保た解

定と

除除 的予林的

目除
林指

安て のの 保し

道 公 報

法１ 北

農律 海

林第平 道

成解場保 水 告

除所安 産 示

大年予林 号 第

臣２定と ）
第 か月保し

安て ら 号

、日林指 条

第

２
解在保た解え

備

除場安目置

とのて

除 に所林的次い

保て」覧 の るし図縦

係
安指はに

号

え
備

平置
成次い
十のて
四図縦

年」覧

二

。所さ

、るの定理

はに

風用

、
し

略）在れ由

省
図郡の路

の里害水

そ清
町と

を里備地

面清防用

海す

北
由

所さ

の定 理理
道国る

川源路

砂上水道

由在れ

と

設上か地

施郡の用

防
とる

地町養す

用川ん

所さ 規 次の定 の

す国た

る によ うに よ在れ 定 の

郡の 知 安部害 通 保茅風

っ 指原備 あ の砂防 が 林

供 理

解場 。 を字 た 定町

由略る

のさ省す

林定、

次風道そ
、）

し。

所れ
図の用図

付の害路の

野
示備とを

別に防地面

郡

道

西部る海

町すす北

海
春分た

月、供

十省す

二略る

日

図
の

そ
、）

し。

火

を
面

曜

海
北

日

次

林。

産林め

水有た

道

す

課示

山に

治図

部の

務

る

町限

川に

上分

び部

及

の
次

め。

た林

る有め
役

中

る
限
に
分
部
す
示
に
図

除
す

定北３ 予の る

事林 る知有 あ道国 で海

にめ根

法
林
森堀

、） 旨

限室

別
る支

、済 ・）経 ９。庁 の

部
林

８務 の の

課

室
根

筆海

２別

上び

以及

び
及
課
務
林
部
済

経
庁

支

７
え
備
に）

場。

室
根

解場保た解置
え

除所安目い

定との縦

除 予林的次て

６

）
。

保し図覧

解場保た解い
置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦

保し図に

也

和
昭達

５
年

解場保た解い
置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦

い場

つ役

に町

保し図に

４
てに

解場保た解い
置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦

い
置

に
所
役
市

保し図に

て

て」に の 図に
の覧
次縦

の定、す 理

林指は供

安

）

在れ由略。

所さ省る

津害路の

標風道そ
、

し
とを

中防地面

郡の用図

安て」供 の

津す北

標備

。

の定、る 理

林指はす
、

し

在れ由略）

所さ省
路図

里害水の

清風用そ

里備地を

清防用面

郡の

はす

安て」供 の

町と北

さ省。

の定、る 理

林指

用そ
、

し

在れ由略）

所
郡の路図

里害水の

清風

と北

里備地を

清防用面

林指はす

安て」供 の

町

）

所さ省。

の定、る 理

清風用そ
、
し

在れ由略
用面

郡の路図

里害水の

供

町と北

里備地を

清防

し
略）
省。
、る
はす
」

町る海

北
を

面
図
の
そ

、

た道
部

。務

林林

有産

国め水
び

示及

に課

図山

の治

次

す海

分標

部中

す

林

林め産

有た水

国る道
課

に山

図治

の部

次務

。

海

に里

分清

部び

す及

示

す
林

林め産

有た水

国る道
課

に山

図治

の部

次務

。

海

に里

分清

部び

す及

示

す
林

林め産

有た水

国る道
課

に山

図治

の部

次務

。

海

に里

分清

部び

す及

示

山
治

部
務

林
産

水
道

七課

八

る役

限町

に津

里
清
び

及

場

る役

限町

備

）に

。場

場

る役

限町

え
備

）に

。 場

る役

限町

え
備

）に

。

備
に
場

役
町

え
備

）に

。
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入入開開

平
成 札札札札

十
四 場日場日

年
二 所時所時

北 海

２３４

平道約海札

入次契北入

にい成が条道執

納札の

行項札行 入参ず

示市場

加れ年うを幌の

海名す中所

場すに北指

所者該道競場央及

るも

道 公 報

１

達

成札調調契

平入アイ

に達調数

すをす

年付を達量を約

調物

月るるする期

２す
事物る

日項品物達品間

第

協 北

次な定 海

のおの 道

と、適

え

告 解置

おこ用 示 い

りのを 第

の縦一入受

除次て
図覧般札け

競にる の号

は供争係。

」に

号

８

林的

除所安目

解場保た

林指

安て

保し

定と

予

月
十
二 北入中平

日

同同

海札央成日にに

道室区

札北年午じじ

条月５

幌郵３３後。。

市送

火 時 中に西

央よ６日必

曜

北場目午）

区る丁着

日

に当告争所区び
３合後

第札３時

必す示入北日

に条

北要る

海なこ
。にす６

道資と号関西

市定指目

幌規る丁

札格

物停海

央るを北

中す名

等

３のさ出

北品止道

区

数仕平

の等定の

等品予

称名量様成

名の
及称等
年 び

４ 数

入月 量

箱札１
説日

に平

紙書ら

用明か

達

省る札調

、す入る 理
由略。

、下、

し）以は

農そ
道の入

と月

地面」４

用図札年

とを
す北い

の定

た道。マ

る海う日

郡の

津害

標風

在れ

所さ

町
津

標備

中防

郵道

西、海時

条は北２

６

局に

目番納送

丁便出郵

北物よ

号
品る 海

理合

道－管場

本

課は 庁

納

階海成

１北平

舎）、

のい物

西入て局

条購れ

理

目格い管

丁資な品

６

る

海す。

北有と課

をこ

成
等
舎
庁。

本と

庁こ

道

４よ

再る

北質月

上３

生。年

海紙
た

事当で

知箱ま

道１日

ケ

め水）ラ

価
単
の

堀り

すで

務施ュ

林実シ

産を
れ

課さ

山。成

治る作

部

達

津調

標府

中政

びた

及 示
に
図
の

次
。

林
有

国

町 限
に
分
部
す

道
局市月

納幌３

出札年
．．

ここ詳

のの細

公入は

告札、

のの入

本の

算契契日こ

加アイ

たにの語入

し約名所約

す続び及 在 合関手及札

９
也

達

計

開に入入わな

要そ号問

金書、、

札掲札札ずお
費

時る額に消消 ののげ

にす

場関

役に

入に記費

１入

７８

備る

海 交札の約

落北項札契

付の定効作

道 者規有書

定よ入の

務 決にな成

財

５６

）
。
る

方

付

保説 札
札札交

入入入
はの場

金書 保証明

× 内執札

容行説

はは明

予、書

定公に

で開よ

あする

りる。

、。
変
更
す
る

称地お本契

金るに日び

て通は

に務い国約

額事
円担北郵電使貨、

１を

番す達

未当海便話用調

る出号号る手

満す道番

端組納言続

の

語の 数織局

び止

がの物－－及停

あ名品

通等 － る称管

す等等

お札係載税税

に
てび消る抜相

い 他及る
税額価額

、こ費金き当
相、

に公及は格は

２の
定に地消当当

規告び、

め消税代

す定方費額該

る

税に価の

資る費等単金

を札係）請

格入

法定に否

則 方り札要

規

法

予。

和たる

昭め限

北電
番場価し

年 海話の定）

で者

海 出号所格た

北 道

道 納

交単を 規 局

す）札

則 物－付価落

第 品

るの者 管

除に

金免付所

、交

証

－

事番

。る便

るす郵

す関
項号

－

こ
と
が
有
り
得
る
。

七
九

と及理貨が
有 きび課北

り

札る 内 、在道得

は所海

の幌。 線 そ地
端市

数中－

金央

捨西

り条

切３

を北

額区

下課すの

有に以ると求

なす税ると

し関
費業とに

いる消事こき

で算

の件税者。加

者条

るる た違」あす しに等
免と 札しいかこ 入反と

財入。税 、たう
はの業費 務札）事消

号 理。制と
限す 。 課

のる

線囲 内下範。

以
で 財内
務
低 規 －最
則の

う
い格 と価 」 区

央
中
市

幌
札

道
海

北

単 西
条
３

北

税 規

。
）

。目

る丁

て６

相 第無扱で等 則、取者

効いあ

とる当

。

。
各るをを

すか額 条

を 第） ）価
も

目
丁

６

第て
っ 条



３
こ条とい

条るるなアイ

付ろ

の 付件こ。申申

件

般よ

札 般一に請請

入 一

争、

、 争競りのの は 競
地 入

北 海

２
札の平を道石当

入次格

製調

にい成有が油該

納

す行 参ず

販物

加れ年るう品達 入

海と名売品

すに北こ指

者該道。競業に 場るも

道 公 報

１

重数達

札調調契

入アイ

付約 を達油量を に達調

す
る

すを

重物

するす
品物１油品 る期 物る

第

協 札

次な定 幌

のおの平 医

と、適成 科

おこ用 大

りのを年 学

一入受２ 告

般札け月 示

競にる 第

争係。日 ４

号

．
平
成
十
四
年
二

札の期法

方 札入２

時方

自 参

平申け

法 資あ及

治 加で

成請れ

施 格るび

書ば

行 のの
令 審でに

査、掲年類な

る月提な

昭入げ２のら
出い

和札
に資
加をかの

年参格日先。

入がし

に当告争届関

政

要る第札受、

所必す示

に理出 なこ

しれす

札資と号関さ荷
こ

医はててる

幌格。又

の

大成名ると

科平指い
をこ 学

さを

北止。明

年停と証

等 事

海

の間

等品種

仕

項の等２

等平

称名１１様

名の号
種

び当２成

及称
数た号
札４

量り１入年

調書日

価明１

単説月

の

入る

達にか

号

札調 札

達
以は 幌

下、

医入
札年 科
と月

」４

大い
う日 学。マ

月
十
二
日

火

曜

日

第よす３示

令し有ら指

うる月に
よ 号とか

第るうま作

）すど日り

者かで成

はのし
請 ５
ア請申 の
、申た 条

ウな類 ２
らし書 の
かを

告てら

道れ得

まけを の

で

９い者

第なる

示いれ

定こ

規。る

にとあ

号こ

予よら

の
品
物
る。

すと

札数。成

定る平

幌量

３

医年

科

月 大
学

日 長

ま

）ラ

野
秋で

告

実シ
をケ

示

れ
さ
。成
る作

すで
施ュ

達
調
府
政
た

し に
にば出 定
でれ提 規

よめらな

定な

に入入わな算契

号問加
に

札掲札札ずおし約

開

消合関

のげ金書、、た

記費費計す

時る額に消

資
の
入
購

入に

８９

１入

海 交の

落北項札契要そ

札約
作 付財定効 者書 道規有

７

明
豊

よ入の 務にな の

６

説

入開開札札交

入入入
金書 札札札付 証明

札保

４５

る
す
関
に

はの 保

執

約幌幌札入

契札札入
大の札 項中科行

条市医
区学場 を央

類っ

書行

請を

申査
審

ウ

事

お札係載税税金る

に

相に務

い及るす等等額

金き当１を

てび消る抜

の税額価額円担

、こ費

す

に公及は格は未当

２

当のる

規告び、相、満

費額該端組

定に地消当

るめ消税代数織

す定方

あ名

資る費等単金がの

）請る称

格入税に価の

を札係

に 定の 方則り札

決成 規
定

法たる否他

昭め限 方要

予。

和 法

価し

年定）

道 場者

海 の格た

北
）札

則 で価落

規 所単を

付の者

第 交

に
免付 証 日場日場 、交

るす

時所時金す関所

除
事札

。る

にに項幌

平月
成
日同同医

３で。。大

年まじじ科

必事

月に学

場
１務及 す場 南事所 示

務時

所西総日所

条局び

市）

目会札５幌室

丁課

中会央

室市大中

計幌階
南１

区室南

央議区

審
、

先は

出き

提と

のた
を

番医果

便幌結

郵札査
大申

号科
学請

に以ると求と及

－事者

所

し関下課すのきび

有
なす税るとは
そ地

いる消事こき、在

者。加の

者条費業とに
数 しに等で算端

の件税
反とるる金 た違」あす

免とを 札しいかこ額 入
財入。税切 、たう
の業費捨 務札）事消り

は

のる

。 る限す

号 す制と
囲
下範。

以 。

」の 則低 規最 務で 財内
う

い格 と価

務

後総

午）局

日着務

単

会

時課

２
は
合

場
る

よ
に

送室

郵計

条送西

１郵条

西に
よ丁

札は幌
合札

目場
丁る目

学

科便大

医郵科

幌、医

務に

基務

学号事

大番

局通
会。

幌課る

札務す
総知

区
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中計
市

八南

〇

西
条
１
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成
平
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１

平入ア

札 成調

平 達 に成 年を調

十 ２す達 付

四 す 月るを

年 物す る二 日品る

北 海

協 札

次な定 幌

のおの 医

と、適 科

おこ用 大

りのを 学

一入受 告

般札け 示

競にる 第

争係。 ５

道 公 報

．．

．

第

．
． 日こここ詳

本ののの細

語入公入は

及札告札、

び及のの入

日び内執札

本契容行説

号

在続
手

の

名所約
契

アイ

事

お
に

月 等物

十 項の品

二 名等

日

量
数

び称
及名

称の

火

血ァ当

人フ瓶

曜

アマり

清ーた

日 ル又の

入る 号

札調
達
以は
下、
入
札年
」４
と月
い
う日
。マ

国約はは明

通は予、書

貨、定公に

調で開よ

達あする

手りる。

続、。

の変
停更
止す
等る
がこ
有と

札郵電す
用

使

称地て
い

号語

医番番言

幌便話る

大及

科号

び 学

貨

事－－通

務

－ 局

と

札ンれ
ミこ価

ブは単

ルの

科ア等

医血同

幌献
ン

長ミの

学ブも

大
秋－
％

野

）ラ

三

をケ
実シ
施ュ
すで
る作
。成
さ
れ
た
政
府
達
調

りが
得有
るり

総

。
る

。得

務札
室央線 計中内 会市

課幌
区
南

西
条
１

明ェ）
ウ瓶

豊菱／

目
丁

ろアイウ契

条こ

４

ル１
条 一よ申申申

約 付に
件

を 請請 競、書項 般り請

２３
る
す
関
に

争２類

を道薬。件

入格と条こ
入 事 に成有が付

の 札平
す行一札 法 参

は 加年るう般

す北こ指競

調納納

カ
量量す入入 調 数数を

達

ウエオ

る

達 量量量達

調調 数数数調

イ

をを

達達

方 入のの示 を
量達
数調

提す 時
掲期法先所

でに出場

札
資平条指郵

のる
るげ
あ

付に番

、格成件示便

で
入を
す２般り

札有年一よ号

に
参る月競作
争成－ 加か

入
地 和 る海と名争

、 昭

者道。競方

必示入参
自 年 に告争札

に資
法 律 要第札加

治 法

施 第 な
資号関格行

格又しの

） はて審 号令

を基和 成名に昭 平指査

づ

る品期場 す物

を

年 年停

の等

等様

品仕間所

物の

医

称成幌

名平札

入

乾 当調調説４大

札年科
１医

燥 た達溶達明月学

すすす

を

濃 り予解予書

等

品品品

物物物

るるる

称称

名名名

ののの

等等

シ

パフ 調価調×調メ

称

予管予ル

クィ 達達１達

名
の

等
品
物
る
す

リル 予 の

達リグ等

調ポノ同

称
予エロ

しど日入し

ようか札た

の３加係札

うから参関
格類医

す審月資書幌

と
る査
ま請提大

者を日申を科

、請で書出学

は申

八 アし及し事

一

らけ関け局

かなびな務

まば書ば務

ウれ係れ総

れ薬令 海さ医政 北止く

告て品第 道

の

９い般） 第な一号 示い

号こ販第

にと売

す許５

定のの

規。業条

定に日学

物を２

る可の

数付数よか部

縮 の定液
ア 価量）量るら附

人 単

属 ン／。
日病 チ瓶

ま院 ）
ビ当 ン瓶 ロ１で 箱瓶 ト
り ンた
の

タグ 定定／定酸

価 献単

）量フ

キラ 数数箱数ナ
モ

ルチ１ァ

セス 量量

箱 ム

ス 当 瓶瓶箱 遺たタ

子のト ５

伝りッ

組単

／替価

瓶
１

）× ）

え

ンン

数レリの

定チブも

量
グ－
リ
コ 瓶ー三

ル）

理ェ瓶

処ウ／

ル菱
グー当

疫ァ瓶

免フ１

人

にらのら会

でな類な課

めい出い室

定な提な計

規

品受の
との

る。先。 るよ

入いに

購て定

のけ ）
血

資こる

の

位
単

瓶 箱

／ 当

箱 た

） り

１ の

箱

リはの

ブ又り

ロマた

単 ェと
ヴれ価

ンこ単



約

わな算契契

問加アイ

、たにの

ずおし約名所

費計す続

消消合関手

、

額事お

税税金るに 在 費
等等

北 海

開に入書入入

要そ号た
に等金書

札掲札類札札
記 の時る参に額に

のげ
札しい係載

に入加つに

及よてるす

お

道 公 報

１入

７８９

札交交の

入落北項札契

札約 海
財 明定効 者書 道 説規有
よ入

務 書にな の作 付付
場方則 交り札

決成 規 の
付定に 定の

第

６
証
保保

札 入開開札
入入

日、 には 金金 札札札証
免 つ 日場

号

５
幌札入

札入

平医執
成

札 科行
十大の
四学場

年場 事所

二

称地て

抜相に務い

務及

用

価額円担使

き当１を
満す北郵電す

格は未当

当当のる海便話る

相、

号語

額該端組道番番言

代数織札号

単金がの幌及
び 価のあ名医

貨

）請る称科－－通

と求と及大

－ すのきび学

明費金

てびう説消る

い
２のすを税額

、 他こと
者めび、

に公る求及は
方費

定にはら地消

規告
るめ開た消税

す定、れ
の合税に

資る札場費等

を札日は係

格入
前そ下課

有にの、以る

し関

法たる否

昭 にめ限 方要

す予。

和 関所法

価し

年 る定）
者

海 項幌の格た

北 事札

道 医場

則 大で価落

規 科所単を

事付の者

第 学交）札

。 局る限す

号 務す制と

。
る

時所時てす
除 い

階医成必にに

１幌平に
着同同 会科
３こ。。

議大年のじじ

事月と

室学

。 務
送総

郵局日）

月局び

十総日所

二務時

日

中

室市

計幌

会札

課

火

区
央

曜

１
南

日

るとは所事

条

こき、在務北

加の総道

とにそ地局海

数課幌線 算端務札内 。
す
る金会市

こ額計中

切区

とを室央
西

税て条

費捨１

消り南

なす日れ税

等る

で応費業

いるまに消事
等で

の件にじ税者

者条
た違札け」あ しに、な
医ばいか 入反幌れとる
。税 、た科なう免 札し
務札学な）事 財入大ら
か。取者 規は長いの業

総。のる

無ら扱で 則、

課囲
下 務範。

以
低 規 室最 務 計で 財 会内

う
い格 と価 」の 則

課前

に務午

） ）価 。単

よ
る会
合室

場計時
る

便よ

郵に

、送

は）郵
合

号場

番

は

西
－、

礎
基
学
大
科
医
幌
札

目
丁

医

相。
を
額。目

当）丁

立
道
海
北

小
児
総
合

効、いあ 第
と提る

。
各るしを

す出か 条

．．

を 第
も
第て
っ 条

前
日

札で
ま

．

こ詳
の細
入は
札、
の入

棟
究
研
学

札

語公入

本のの

日ここ

びの及

及告

保
健
セ
ン 告 道

タ 立ー

小告
示 児

第 総２
合号
保
健 ×

執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

は

国は約

本容契

日内び
手

あ達
で調

貨定、

通予
等
す止

更停
変の

、続
り

る

セ
ン
タ

示ー

りる
有得
がり
と有

こが
。

る
得。

八
二



審

アイウ

平 申申申査

成

請請

請を

十 書行

四 のの類っ

年 のた

二 提と

北 海

３
こ条とら

けで条るるな

達る付件こな

て調き件
入 るをこ一付ろい

の い

般よ

札 こすと般一に。

医証争競り

は とるを競
地 薬明入争、

、 。

道 公 報

２

が

契納札の平道薬

入次

行
事 にい成

法 参ず
加れ年う 約入

和 るも海名
昭 すに北指

者該道競 期場

第

１

数達

札調次調

入価アイ

付
を調達量を に達の調

物

するをする

す達をす

品る物達品 る物する調

号

適成

のおの平

次な定
協

と、
おこ用

け月

一入受２

りのを年

般札
競にる

時方 争係。日

月 出き

十 期法先は

二 、

日

話結

平条指郵北電査
審

に番道番果

成件示便海

付
年一よ号立号を

火 ２般り小申
請 児 月競作

曜 者 争成－総－ 合に 日入し

日 通 保－ か札た

た参札の

方 品し札入２

自 を
海でのあ及

治 北者加で
施 道あ審るび

法
令 小こでに

行 立る査の

児と、掲
資

和 合札る

昭 総。入げ

保に
政 セ加を

年 健参格

所必す示入
年 に当告争

に
律 要る第札

法 間

第 なこ

平北北資と号関

成海海格。にす

道道規る号

小す名第

年小立定指）

４樽
月市児るを

合品止第

１銭総物停条

等 事

か１保のさ１

日函

項の品等定の

等物品予

称は名量様

名又の数仕

及こ称等

びれ

札

海量同ノ入 箱 北数と
品ィ明

立のデ説

道等ル

る

総をロに

児質ト書

小

達
札調

入
下、

以は
入

と月
」４

札年
い

ら参関健知

。マ
う日

す ３加係北セ

る

格類道タ。

月資書海ン
樽総線 日申を小ー内 ８
ま請提

で書出市務
１務

びな函総

及し銭部

書ば目

係れ丁課

関け
類な

タよす

令 ンし有

のら番

ーうる

第
るう

） 長すど

号 所とか

指者か 第 が
定はの

を ５

るア査 の

す、審 条

、ウ請 ２

時ら申 の

日か

ら丁健購れ項

場まし の

ンのい規

平目セ入ての

成
番タ資な定

号をこよ

年１ー格いに

す。医

月有とり

３

売

でと販

まこ品

日る薬

すンる

合有ピよ

の
業

。

。

保
ン規

セ同注

健る

タ格

／

も筒

長の１

所位

ー単

）ラ

当

津箱）

１箱

梅の

る作
すで

施ュ
実シ

をケ

１

達
調
府
政
た
れ
さ
。成

の
先。
出い号

提な
、落な性医

提しを効ア

札お及薬組

出
し

安の、

なの決、び品成

定入

な 規

れにの札全有効

け

納定れ に

ににけ 定

所で

入よめば

９

入、

項札契要そは

１入
約 の入

規有札札

作

定効者希の 書

よ入求者に の になに望

６７８
受

を
可

許
海 札札交交

入入入落北

付財 証明者 札道 保説

札

征た

はの 保務 金書の 付

単

夫の
り 関
に

札札札札

入入開開 海札

契北北入

４５

る
す

項小立行

条道道執

約海

性効能

市児場 を樽小の

め象望等性、

ば定対希

に果

らると者に等効

な

る、い関及

な審すはつ

用

。基。入てすび

い査
にの明資法

入準札説る

日求用

希照前を料・

札

でら等

者しまめ量

望ら

が定

成

作結のれに

のた

要

定にら本め の り札め

否他る示当

め限れ告る

務同医

予。義と該

たる
格たの品

価し等薬

定）
者品に

有有

価落をる

単を質係

、交

決規
の者す効

）札

免付 証定 場方則

金す関所法法
昭 除に方

るす

和
年 。る

場

海 項海海の

北 事北北
樽小で

規 小立所

道 道道
銭総付

第 市児交

則

所時所時

場日場日

成月にに

郵北は北平３
同同

便海、海

番道郵道

。。

号立便立年日じじ

小番小３ま

児号児月で
に －総総

び 場
函合及 す
銭総所 示

ン
目セ時

所丁健日

１保
務

総
部
務
号総

１ー
番タ

し、に場す

成果間た関

資用いは資

た採お合る

れ

は能、そ

料可て、料

断担応

契判約に

、と契

約

八 担さ当じ

三

られ

者たかけ

当れ者な

制とる性
審合当ば

が場

格資

のる規の

限す同等
のび

内位及

囲単料

範。
ので見

低の剤

最も製

で

し入

格札を

価入本

単よ札

健。

。 １保る

号 函合す
ン

下 目セ

以 丁
務規 号総務 １ー財 番タ

必

う 課い 務と 総」 部則

合日 合
保－保着

健午） 健

セ前 北セ
海ンン

小ー海ー

道タ北タ時

市階小務送

樽２道総郵

函議市総よ

銭会樽部に

丁函課場

１室銭務る

査の該な

課

目郵１）合

品い

る当薬な

すみ医ら

の
と札有

の入の。

も該 るま

をす日

）と前

価う

第
）

。
て合に

っ場で

も

送丁は

第
条

平

番に目、

１よ
号る番成

場１
合号年



北

次な 海

のお 道

と、

．．

立

おこ 小

りの 児

一入 総

般札 合

競に 保

争係 健

北 海

．

日こここ詳

本ののの細

語入公入は

及札告札、

び及のの入

日び内執札

本契容行説

道 公 報

名所約

な算契契

加アイ

合関手

、たにの

おし約

税金るに 在 費計す続

消
等額事お

第

可開に入入わ

資用号問

札 札等能掲札札ず

入料

に消

の 希にとげ金書、

入等記費

時 望基する額

き。札に載税

に 者づる

入審及係す等

お が

号

審

イウ

平安吸
成

査 全収
十性、
四に分

年基 関布

二す、

入る セ

札調 ン

達 タ

以は ー

下、 告
示

入 第

札年 ３

」４ 号

と月
い
う日
。マ

国約はは明

通は予、書

貨、定公に

調で開よ

達あする

手りる。

続、。

の変
停更
止す
等る
がこ
有と

当１を称地て

相に務い
電す

は未当用

額円担使

便海話る

、満す北郵北

組道番道番言

当のる海

代数織立号立号語

該端
金がの小小及
び 児 のあ名児

通

合貨 － 請る称総－総

求と及合

保－ のきび保

金き

て 札査びるる抜

い

、の費額価

、 にしこ消

相

に そ本公税は格

２ 付

にび消当

規 う告告及、

す すと定地費額

定 と示

る る同め方税
費に箱

資 医等る消等１

品品札税係当

格 薬の入
有 の質にるた

を
し 有を関以課り

月る代

十資謝準

二料及

日

に
つ

せ
排

び

火

す
関

曜

資
る

日料

）ラ
をケ
実シ
施ュ
すで
る作
。成
さ
れ
た
政
府
調
達

りが
得有
るり
。得
る
。

とは所健健

き、在セ北セ

のタ道タ

にそ地ン海ン
樽総線 算端ー小ー内 加
す数総

る金務市務

とを総函総

こ額部銭部

切務１務

費捨目

消り課丁課

税て

な 効有す下税の
等る番

い 性する事単

費者）

者 及る条消業価

安規に税でと

の び同件

るる た 全格違等あす し

位しとかこ 入 性単反」

。 、 にとたい免と 札 等
断札。事 財 つ判入う税
の者 規 てさは）業 務 い
提た無取で 則 、れ、

に
関
る
す

に。申申申審

ろい
こな

類行

り書を 請請

よ請査

条

３

２のっ のの 、

ほる条こ件

付一
の 月ぼ医者平件付

一般
入 分同療で成

札 ）じ法あ

競争
は のく施る年般競

）号

相。１

決す行こ１

２
を
額。
当

格

札の平道資清資

入次

行金員審

にい成が本掃

参ず

額常の

加れ年うのを査

出も効扱あ 第

すに北指

さのといる

た採各るを

れをすか 条

１

。
達

札調北同同調契履

入

す 付約行 を道を

に達海

の平
定
協

る小る すす立

適成
用

方 の提た

け月
受２
を年

出と

時

、

らは

か期法先き

便海査

ま平条示郵北審

付よ番道結

で成件に

に

作小を

掲年一り号立果

げ２般

児申 る月競成
争し－総請 資

合者 格日入た

札
地 算る規と月争入

、

日札で
方 に契則。１入
自 お約

在加る
治 いを昭現参あ

、資の
法 て締和

施 、結

店の、
行 国し年本格で

はか生又審入
令 又、厚

令営に
昭 地つ省は査札

公誠第業参
和 方、

所加 年 共実

請

るも海名が時申

者該道競

名を に当告争

以す

る第札上る 万 必す示入
に雇日 円 要

以 北なこ

関用の 上 海資と

て前 で 道格。号すし直

る 小規指い２ あ 立にる
すをこ業 こ 児定名る営

期場

。 合る停と年 と 総

間所

定総定 事
特児特 る

の健の

務保務

項役合役

称ン様成海

名セ仕平北
道 及タ等

数庁看敷４樽

びー年小

札１銭

量舎護地入月市

掃宿清説日函

清婦内

る

保に

小
立
道

海
北

。日

をか札関
書北セ知

有ら参係健通

る月資類海ンす

す３加

小ー。

か４格を道タる

うま請出樽総

ど日申提
及な銭課

かで書し市務
丁

査関れ１

審びけ函

の
受書な目

を係ば

よ
政 団に号等し

け類ら

と行第業う
令 体履）事

１し９所と
第

いの北る
号 のて条をす

海者
）
第 にる
定者に道は

めで規内、

す有か の

るあ定にア 条
ウ の

約こるしら ５

契る
種。準いま ２

とと基て

健舎さ

保庁止。度

い２

ン清て該

セ等れ当

庁資い業

ーのな営

タ掃
。が

及をと度

舎格こ年

び有

看す

１
宿と満

婦こに

護る月

舎掃明か

階掃に平目

地清書ら丁

かよ成
番 ら１る

月

階か３号

５階。年１

まら
で４

総
児

）
でで

まま

）階日

ー
タ
ン

セ
健

保
合

八所

四

梅
長

。号

け提い１

なのな番 で の

ら指

なの

ば先

れ出 定 定

及満こに 規

類をる

る よ

規し。め に

びたと

な

舎。た
をいると

模て 夫
征

津

、
は
合

場
い

等



開に入る捨

そ号ア

平 札掲札落額て

成 の札 げ金をた

十 時決 のる額加金

四 に定 入等算額

年 おに 札にし）

二 当 及係たを

北 海

っ

８９
約 務 交交入

落財て契要

の作 付付則
者書 規札

札

効 決成 第有
な 定の 場方

入 方要 条

道 公 報

６７

入保以以入

金札説

入以証入下下札

下 札札
にを保政財明
規の

消 保参納証令務書

すのと則交

費 加付金」

等 よる納い」付

税 証し

第

場日

札札札札

入入開開

場日

号

約海海札

契北北入

４５
小の

項小立行

条道道執

す銭総所

示市児場

を樽

い 場函合及

月 てた 他びる金も

十 、っ こ消額っ

二 ２て の費て

日

告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取

火

記 入円る

資に るい１す

格

曜

有さ に満で

を載 札未の

日

法法札否 第

しれ 関の、

る の限 項に １ 所

場） 定 海海の。 規 北北
でた よ

小立所し に

道道
付を 定

市児交者 り

樽小
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